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市

民

必

読

の

も

の

で

す

。

 

 

春
の
研
修
会
が
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
の
危
機
管
理
課
に
よ
る

『
防
災
意
識
普
及
啓
発
資
料
・
災
害
に
対
す
る
備

え
』
と
題
し
た
65

ペ
ー
ジ
の
資
料
と
『
松
戸
市

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
は
、
市
民
必
読
の
も
の

で
す
。
江
戸
川
左
岸
の
新
松
戸
一
帯
は
、
高
潮
浸

水
想
定
区
域
で
、
江
戸
川
と
常
磐
線
に
囲
ま
れ
た

〝
大
き
な
水
が
め
〟
と
な
る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ド
キ
ッ
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
記 

磯
崎
） 

 

目

か

ら

ウ

ロ

コ

で

し

た

。

 
 

一
部
は
松
戸
市
役
所
危
機
管
理
課
の
方
達
に
よ
る

「
防
災
の
備
え
に
つ
い
て
」
地
震
に
対
す
る
心
構
え
等

数
々
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
中
で
私
は
、
「
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
」
と
い
う
非
常
食
の
備
蓄
方
法
に
目
か
ら

ウ
ロ
コ
で
し
た
。
そ
れ
は
、
普
段
食
べ
て
い
る
食
材
を

少
し
多
め
に
買
っ
て
備
蓄
し
、
普
段
の
食
事
で
そ
れ
を

使
い
、
食
べ
た
ら
補
充
す
る
と
い
う
も
の
で
、
常
に
新

し
い
物
が
保
存
さ
れ
、
災
害
時
に
も
日
常
に
近
い
食
生

活
が
送
れ
る
と
い
う
優
れ
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
な
ら

私
も
気
負
わ
ず
に
出
来
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 

二
部
は
、
流
山
三
線
同
好
会
「
ち
ば
ん
ち
ゅ
」
の
皆

様
に
よ
る
演
奏
で
三
線
の
優
し
い
音
色
と
透
き
通
っ

た
歌
声
が
と
て
も
心
地
よ
か
っ
た
で
す
。 

（
記 

楠
本
） 

  
沖
縄
に
心
を
預
け
た
一
時
で
し
た
。 

  

折
し
も
昨
年
末
に
突
然
の
停
電
を
経
験
。
不
安
と
寒

さ
の
中
で
脳
裏
に
は
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
続
く

計
画
停
電
等
の
記
憶
が
蘇
り
、
改
め
て
防
災
へ
の
心
構

え
と
備
え
の
見
直
し
の
必
要
を
実
感
。 

市
の
方
々
の
丁
寧
な
講
習
か
ら
、
自
助
、
共
助
、
公

助
や
非
常
持
ち
出
し
品
に
つ
い
て
等
、
学
び
は
沢
山
。

後
半
は
、
美
し
い
紅
型
衣
装
、
哀
愁
を
帯
び
た
三
線
の

音
と
唄
声
に
エ
イ
サ
ー
と
、
沖
縄
に
心
を
預
け
た
一
時

で
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

（
記 
門
田
） 

春 の 研 修 会  開 催 し ま し た 

建
物
が
浸
水
想
定
区
域
内

に
所
在
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
，
松
戸
市
や
さ
シ
テ
ィ
マ
ッ

プ(

地
図
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム)

で
確
認
で
き
ま
す
。 



 
                                 

                                 

                                 

こ
の
度
は
、
松
戸
市
福
祉
大
会
に
て

社
会
福
祉
団
体
会
員
功
労
と
い
う
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ほ
か
の
受
賞
さ

れ
た
方
達
の
よ
う
な
顕
著
な
こ
と
は

何
一
つ
し
て
な
い
私
で
す
が
、
い
た
だ

い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

主
人
が
闘
病
中
、
家
族
は
じ
め
ま
わ

り
の
人
達
か
ら
優
し
さ
と
元
気
を
た

く
さ
ん
も
ら
い
頑
張
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

今
度
は
私
が
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
方
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
で
き
る

範
囲
で
で
き
る
こ
と
を
い
た
だ
い
た

賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 

（
記 

山
本
） 

  

毎
年
、
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福

祉
大
会
が
二
月
の
こ
の
時
期
に
開
催
さ

れ
ま
す
。 

松
戸
市
で
五
年
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
き
た
人
が
表
彰
さ
れ
る
こ

の
大
会
で
松
戸
く
ら
し
の
助
っ
人
か
ら

は
、
私
含
め
五
名
の
会
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
改
め
て
継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
表
彰
さ
れ
た
会
員
の
皆

様
は
じ
め
、
松
戸
く
ら
し
の
助
っ
人
を

支
え
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

（
記 

松
下) 

 

助
っ
人
に
入
っ
て
か
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
の
何
十
年
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
助
っ
人
の
送
迎
協

力
の
た
め
に
五
〇
歳
で
自
動
車
の
免
許

を
取
り
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。 

今
思
う
と
は
ず
み 

で
取
り
に
行
っ
た
よ 

う
な
運
転
免
許
で
す 

が
、
私
の
生
活
の
中 

で
、
一
番
役
立
つ
も 

の
と
な
っ
た
よ
う
に 

思
い
ま
す
。 

(

記 

小
橋) 

定期総会のご案内 
 

NPO 法人設立～第 2２回通常総会 

（通算 2９回の定期総会） 
 

◆ 日 時：２０２５年５月１７日（土） 

１０：３０～１２：３０ 

◆ 会 場：新松戸市民センター第 2会議室 

◆ 内 容：定期総会＆交流会 
※お願い：事前にお送りする 
「総会資料」を当日お持ちください。 

2月 16日(日)に、社会福祉協議会主催の「第 42回松戸市

福祉大会」へ松戸くらしの助っ人から、永きにわたり正会

員として活動して頂いている小橋文子さん、松下明子さ

ん、三ケ嶋留美さん、三石治子さん、山本房子さんの正

会員を推薦させていただきました。 

お二人は急用のため欠席でしたが、５名の会員が表彰さ

れました。毎年、こんなにも大勢の方がお役に立ちたいと

松戸で活躍されていることを知り安心しました。 

社会福祉団体会員功労 と い う賞 をいただきま した 。 

松戸くらしの助っ人 正会員の方へ 

『悠々』の今後、松戸くらしの助っ人の今後を 

一緒に考えてくださる運営仲間を募集しています。 

あなたのできることを地域のつながりづくりに 

活かしてみませんか？ 
◆お問い合わせ◆ 松戸くらしの助っ人事務局 

  047-340–3314(平日 10時～16時まで) 

2024年度も新松戸駅前のマックスバリュエクスプレ

ス新松戸店でのイエローレシートのたくさんのご協力

ありがとうございました。 

次年度もどうぞ皆さま、毎月 11日にはマックスバリュ

エクスプレス新松戸店で買物し、イエローレシートを「松

戸くらしの助っ人」のＢＯＸにお入れください。 



 
       

                          

                                 

                                 

助っ人の休暇スケジュール 
 

◆５月連休：５月３日(土)～６日(火） 

◆お盆休み：８月９日(土)～17日(日) 

◆年末年始：12月26日(金)～１月４日(日) 

 

オ ープン スペ ース 『 悠 々 』 の講 座  

松戸くらしの助っ人 オープンスペース「悠々」は、地域住民が気軽に集ま

り、学びや交流を深めるための場です。この取り組みは、地域の活性化や住

民同士のつながりを促進することを目的としています。 

パソコン・絵手紙・健康体操・スマホなど、多岐にわたる活動が行われてい

ます。また、さまざまなイベントやワークショップが開催されており、参加者

が興味を持つテーマについて学ぶ機会を提供しています。 

お好みの活動に参加して、仲間づくりをしてみませんか。 

皆さまの居場所である 『悠々』 講座を 

これからも続けていくために、 

助っ人の正会員、賛助会員となって 

支えてくださる方を募っています。 

正 会 員 ： 入会金 1000円  

年会費 3000円 

賛助会員 ： 年会費 3000円 

上段 午前の部

：「悠々」講座 下段 午後の部

1階 ２階 1階 ２階 1階 ２階 1階 ２階 1階 ２階 1階 ２階

きれいに歩く
10:30～

ペーパークラ
フトの会
10:00～

健康体操
13:15～
14:45～

ハートフル
レコード
13:30～

パソコン
勉強会
13:30～

歌声ライブ
10:00～

脳活性化
ヨガ

11:00～

元気もりもり
10:00～
(事前予約)

ウエスの会
10:00～

吹き矢教室
10:00～

健康体操
13:15～
14:45～

スマホ13:30
麻雀教室
15:30～

パソコン教室
13:30～

きれいに歩く
10:30～

気軽に
お抹茶
10:00～

健康体操
13:15～
14:45～

ときめき
絵手紙
13:30～

ちょっぴり
講座(隔月）
13:30～

パソコン
勉強会
13:30～

歌声ライブ
10:00～

脳活性化
ヨガ

11:00～

元気もりもり
10:00～
(事前予約)

吹き矢教室
10;00～

健康体操
13:15～
14:45～

スマホ13:30
麻雀教室
15:30～

パソコン教室
13:30～

たのしい書の
会

13:30～

土

み
ん
な
の

食
堂

『悠々』講座 スケジュール表    1講座300円

（2025.3.31現在）

月 火 水 木 金

◎見学できます。体験受講は無料です。
◎詳細は松戸くらしの助っ人までお問い合わせください。

１週目

２週目

ガ
レ
ー

ジ

セ
ー

ル

３週目

４週目

ガ
レ
ー

ジ

セ
ー

ル



 

ま
ず
、
皆
さ
ん
に
墨
を
す
っ
て
い
た
だ
き
、
気
持
ち
が
落

ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
一
か
月
の
間
に
身
近
に
あ
っ
た
出

来
事
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
季
節
な
ら
で
は
の
こ
と
、

体
調
の
変
化
の
こ
と
。
日
々
の
生
活
の
中
で
起
こ
る
こ
と

は
皆
さ
ん
も
関
心
が
あ
り
ま
す
し
、
本
人
が
ど
う
思
い
、

ま
た
ど
う
感
じ
た
か
は
、
絵
手
紙
の
基
と
な
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
と
お
話
す
る
な
か
で
心
が
纏
ま
っ
て
き
た
ら
、

絵
手
紙
を
書
く
と
き
で
す
。
人
を
思
い
や
る
言
葉
は
、
人

に
届
く
前
に
自
分
の
心
に
響
く
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
美

し
い
花
を
見
て
「
久
し
ぶ
り
に
○
○
さ
ん
に
会
い
た
い
な

!?
」
「元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
し
ら
」と
感
じ
た
ら
、
こ
れ

が
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
、
皆
さ
ん
に
「
絵
手
紙
を
書
き

ま
し
ょ
う
」と
薦
め
て
い
ま
す
。 

「
絵
が
下
手
だ
か
ら
」
と
い
う
方
が
多
い
で
す
。
で
も
最

初
か
ら
上
手
に
書
け
る
人
な
ど
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
書 

き
た
い
か
ら
書
く
」
が
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
「
好
き
だ

か
ら
書
く
」
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
生
き
て

き
た
道
の
り
が
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
「
感
じ
方
も
違

う
、
出
て
く
る
言
葉
も
違
う
」
こ
れ
が
絵
手
紙
の
面
白
さ

で
す
。 

絵
手
紙
を
深
め
て
い
く
中
で
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大
津
絵
も
そ
の
一
つ
、
駒
場
に
あ
る

日
本
民
芸
館
で
古
い
時
代
に
も
風
刺
の
き
い
た
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
絵
札
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
昨
年
の
秋
に
は

会
の
皆
さ
ん
と
正
岡
子
規
が
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た
子
規

庵
を
訪
れ
、
し
み
じ
み
と
し
た
空
間
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
東
洋
史
の
学
者
で
あ
り
教
育
者
で
あ
っ
た
会
津
八
一

先
生
の
「
學
規
」
は
、
初
め
て
知
っ
た
と
き
心
が
動
き
ま
し

た
。
早
稲
田
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
向
け
て
語
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
私
た
ち
に
も
沁
み
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一

緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
!? 

 
 
 
 
 
 
(

記 
 

森) 

                                 

            

いつも「松戸くらしの助っ人」を応援いただ
きありがとうございます。今年度の 10 月から
12 月までにご寄付と賛助会費を頂いた方々を
ご紹介してお礼を申上げたいと思います。 

（敬称略、五十音順） 
◎ 賛 助 法 人 会 員 ・ 賛 助 個 人 会 員  

該 当 者 な し  
◎ ご 寄 付 い た だ い た 方  

 梅村 鈴代   大木 静代 三石 治子 
廣瀬 享哲（野菜提供） 
他、ガレージセールへの献品多数 

助っ人の活動にご協力、ご支援いただきいつも感謝し

ております。助っ人が今後とも皆様のお役に立てますよ

う、助っ人の理念にご賛同いただけるみなさまのご支援

をよろしくお願い致します。 

●寄付金：一口 3,000円（一口以上でお願いします。） 

●郵便振替口座： 

00130-1-592500 NPO法人松戸くらしの助っ人 

●ゆうちょ銀行：10510-6983354 

又は、ゆうちょ銀行 

【店名】０五八（読み ゼロゴハチ） 

【店番】０５８【預金種目】普通預金 

【口座番号】6983354 

のどちらかの口座に送金願います。 

松戸くらしの助っ人は長年新松戸フリーマーケットに参加してきましたが、今回春の開催

より、参加は見合わせることとなりました。よろしくお願いいたします。 

ときめき絵手紙は、第三水曜日午後 1時半より開催しています。 


